７　工事写真の撮り方

（１）目的

静岡県経営管理部及び交通基盤部が発注する建築・設備工事に係わる工事写真について、材料並びに施工が適切であったことを証明する資料として、出来形状況、施工管理状況及び品質管理状況を適切かつ明確に撮影し整備することを目的とする。

（２）工事写真の位置づけ

建築・設備工事における工事写真は、契約約款及び標準仕様書で定められている。

したがって、受注者は、工事が適切に施工された記録として工事写真を整備しておかなければならない。

1 静岡県建設工事請負契約約款

工事請負契約約款第11条及び第14条では、「監督員の立会い及び工事記録の整備等」において「工事写真等の記録の整備と監督員の請求による提出」が規定されている。

2 建築・電気設備・機械設備工事標準仕様書

各標準仕様書では、「工事の記録」において「監督員の請求による工事写真の整備と提出」が規定されている。

（３）撮影及び整備計画

工事写真が明確で不足なく見やすくするために、次の点を注意してあらかじめ計画書を作成する等して準備する。

1 撮影時期を的確に把えるために工程表にあわせて写真撮影時期をプロットしておく等

の措置をとる。

2 撮影者の選定は、工事内容及び撮影目的をよく理解している者とする。

3 写真の内容には、常に次の要素が判るように撮影する。

Ｗｈｏ（誰が）-----------------------------------立会者、確認者等

Ｗｈｅｎ（いつ）----------------------------------時期、工程、加工の前後等

Ｗｈｅｒｅ（どこで）-----------------------------場所、部位等

Ｗｈａｔ（何を）---------------------------------工事種目、分類

Ｗｈｙ（どうして、なんのために）------------------規格、表示マーク、寸法等

Ｈｏｗ（どうやって）------------------------------施工状況等

4 最低限必要な撮影箇所は別紙の撮影ポイント（工事写真の内容）によるが、次のもの 

を準備計画する。

イ　工事着手前の敷地内の状況及び工事に関係する隣接関係の状況

ロ　各施工段階毎の工程状況

ハ　工事完成後は隠ぺいされて確認できなくなる場所

ニ　使用材料の品質、規格及び寸法等の証明となる表示マーク等

ホ　試験及び計測状況等

ヘ　その他監督員又は検査員に指示された箇所

5 撮影に必要な道具は次のものとする。

イ　カメラは簡単に操作できるものとする。ただし、必要に応じて広角、望遠、接写レンズ及びストロボ等を用意する。

ロ　デジタルカメラの工事写真として必要とされる画質レベルは表に示す仕様を満足するものとする。

表　　　　　工事写真に必要とされるデジタルカメラ等の仕様

	仕様項目
	内　　　　　　　　　　容

	総画素数
	１３０万画素以上

※黒板の文字が確認できること

	記録画素数  
	1,280×960以上

	ファイル形式
	ＪＰＥＧ又はＴＩＦＦ（Ｇ４）

	圧縮率
	１／１＞圧縮率≧１／１０程度

	記録媒体
	ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等

	総画素数
	１３０万画素以上

※黒板の文字が確認できること


ハ　計測の道具はスタッフ、幅尺、箱尺、メジャー、ポール、矩尺等のうち目的にあったものを適宜用意する。

その他配筋写真用の磁石等もなるべく用意する。

ニ　黒板は大きさ600×450程度のもので１人で撮影できるように工夫したもの（自立脚付、引掛けフック付等）とするが、ホワイトボードは反射のおそれがあるので使用に注意する。また、黒板には例えば、

· 工事名　　　　　　　　　　○○○工事

· 撮影日　　　　　　　　　　平成○○年○○月○○日

· 立会者　　　　　　　　　　監督員　　○○○

· 工事種目、分類　　　　　　鉄筋工事配筋検査

· 撮影箇所　　　　　　　　　工事内容　２階Ａ通り梁（ＧＸ21）

· 規格、表示マーク、寸法等  400×800　主筋4－Ｄ25、あばら筋Ｄ10－200＠

· 施工状況等　　　　　　　　　　　

· 受注者名　　　　　　　　　○○○○㈱

等を記入する。なお、黒板の文字は明確に書き、反射に注意し、降雨時には工夫する。（図で示すと分かりやすい）

6 写真の整備は次による。

イ　写真の大きさはサービス版程度とし、原則としてカラーとする。

ロ　工事写真帳はＡ４版とする。

ハ　整備の方法は原則として工事区分順とする。なお、試験関係、材料関係、監督員等の指示関係の写真は別葉としてもよい。

ニ　黒板に説明事項が不足した場合には写真帳に説明を補足記入する。

ホ　写真帳には工事区分の口取りを附し見やすくする。

ヘ　写真の整備状況について、必要の都度監督員に提示し、確認を受ける。

7 その他の注意事項

イ　撮影にあたっては、逆光の場合、黒板が反射するおそれのある場合、被写体の陰影の差が大きい場合はストロボを利用する等して明確に撮影する。

ロ　撮影時期は、その工事の完了後とする。（例えば鉄筋工事におけるスペーサーブロック飼い完了後）

ハ　監督員又は検査員により補修、補強等を指示された場合は、処置前及び処置後の写真を整備する。

（４）撮影対象の要点

撮影に当たり最低限必要と思われるものを別紙「工事写真の内容」として示す。ただし、工事の規模及び内容により別紙によりがたい場合は、監督員と協議して取捨選択する。撮影枚数については、撮影の目的や規模に応じて工事監督者と協議して決定する。

なお、工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編及び工事写真の撮り方（改訂第３版）建築設備編（社団法人公共建築協会）も参考にしてください。
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